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化学繊維からの

洗濯時のマイクロプラスチックの

⽔系への流出防⽌を⽬指して

当⽇本語版は、CIA参加5団体の了解のもと,作成した英⽂の暫定和訳を⽤い、CIAの好意で作成されたもので、必要最⼩限の
訳注を加えています。

原版との異同がある場合、英語版を定本とします。                           2021年1⽉ ⽇本繊維産業連盟
訳注：CIA参加5団体
AISE: International Association for Soaps, Detergents and Maintenance Products：国際⽯鹸洗剤洗浄⽤具協会
CIRFS: European Man-Made Fibres Association：欧州化学繊維協会
EOG: European Outdoor Group：欧州アウトドアグループ
EURATEX: European Apparel and Textile Confederation：欧州繊維産業連盟
FESI: Federation of the European Sporting Goods Industry：欧州スポーツ⽤品連盟



マイクロプラスチックは、様々な由来により⽣じており、繊維製品からだけ
ではないこと
全ての繊維種別が、問題を引き起こすかもしれない微細繊維を出しており、
化学繊維だけが原因ではないこと
微細繊維の分離は、製品のライフサイクルのすべての段階で起きる可能性が
あり、単に洗濯によるもののみではないこと

2018年、欧州の5団体はCIA（訳注：業界の垣根を超えた合意）と名付けた協約
に署名し、マイクロプラスチック問題への取組みを開始しました。署名5団体
は、この問題に対する国際的な取組みとして、データ収集と国際的な⽐較を可能
とする調和のとれた測定法の開発が喫緊の課題であり、また科学的知⾒に基づい
て望ましい解決策を探るための調査が必要と考えました。

このたび、署名5団体は、後述する関係団体の参加も得ることによって、整合性
の取れた測定法の検討作業がまとまり、その成果をCEN（訳注：欧州標準化機
構）に移管して、欧州標準CEN規格とするための所定の作業が開始されました。
署名5団体は、引き続きCENと連携して、CEN規格の制定に協⼒するとともに、
2021年以降の新しい研究でのこの測定⽅法の使⽤を開始します。

合意当初から、測定法の検討と並⾏して、この問題では研究者と産業界でのこの
問題の理解に努めることで、今後の対話と解消策検討に⽋かせない、憶測から⽣
じていた情報格差の解消を図って来ました。

調査からは、マイクロプラスチックファイバーの有害性については何らかの結論
を出すに⾜るだけの情報は充分ではありませんでしたが、以下については判明し
ています：

CIA署名5団体は、国際レベルでの政策導⼊を歓迎するとともに、基礎的なデータ
収集のための更なる調査研究とそれに基づく適切な解決策の特定がなされるべき
と考えています。

整合性の取れた測定法の規格化が成れば、CIA5団体は残る⼆つの⽬標である、情
報と知⾒の共有による理解の違い解消と中⻑期の対応策についての助⾔、及び微
細繊維流出問題についての現実的な対応⽅法を探る産業界での調査活動への⽀援
や参加を⾏う段階に向かいます。
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A SCIENCE BASED HARMONISED METHODS
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2018年に五つの産業団体 (AISE, CIRFS, EOG,
EURATEX 及び FESI) は、能動的にマイクロプラス
チック問題に取り組むため、CIAと名付けた組織を
設けて、整合性の取れた測定法の開発、科学的な

知⾒に基づく知⾒の共有及び合理的な解決法のた

めの研究⽀援を開始しました。

この取り組みは、欧州委員会のプラスチック戦略

（訳注：2018年に公表）でも⾔及されています。
科学的に有効で整合性のとれた試験⽅法は、実⾏

可能な選択肢を調査し、世界レベルでのマイクロ

プラスチックの意図しない 放出に対処する可能性
のある政策措置を議論するための前提条件である

と認められました。

ここに、5団体は整合性の取れた測定法の開発が区
切りを迎え、今後は広範な利害関係者によって活

⽤されるべき段階へと移⾏することを宣⾔しま

す。

今後、CIAで⾏ってきた測定法の開発活動は、CEN
に移管されて細部の調整とCEN規格としての発⾏
作業がなされます。これによって、繊維流出に関

する問題での、国際的な試験、データ分析及び解

消法の探索が可能となります。この検討成果は、

欧州委員会及び産業界にも、情報に基づく意思決

定を⽀援するためとマイクロプラスチックの更な

る調査のために、提供されます

C R O S S  I N D U S T R Y  A G R E E M E N T

整合性の取れた測定法の価値 この測定法はどのようなものか？

繊維素材のシンプルで効果的な相互⽐較を図り

ます。

主な狙い

全繊維組成及び⽣地に対応可能です。必要機器

類は繊維の試験機関で⼀般に⽤いられており、

それらの使⽤⽅法も国際的に知られています。

仕様

⼿法の多彩なパラメーターは、様々な条件の下

で実際に試験と精査を⾏い、得られる結果が再

現可能であることを確認済みです。

パラメーター

試験の⻣格は、試験⽚に、洗濯プロセスを、温

度、時間および機械的作⽤の適切な条件を加速

して（訳注：条件を厳しくして）実施し、結果

を測定するもので、得られた洗浄液を真空濾過

します。

家庭での繊維流失は、多くの場合、試験⽚の洗

濯による繊維流出を重量を測ることで評価され

ますが、当測定法との直接的な相関関係はまだ

確定に⾄っていません。

原理

科学的知⾒に基づく整合性の取れた測定法

整合性の取れた測定法は、この問題を理解し

議論する上で重要となります。これにより、

世界で得られた測定結果の収集と相互⽐較に

よって、より素早くかつ包括的な挑戦課題理

解、調査の最適化及び対応⾏動と技術⾰新を

促進します。

産業界を超えた合意 
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https://euratex.eu/cia/
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これまでに知りえた情報 ⽤語集

Fibre fragmentation（繊維の断⽚化）：柔
軟性、細かさ、および最⼤横⽅向⼨法に対す

る⻑さの⾼い⽐率を特徴とする物質の単位で

あり、繊維製製品の⽤途に適しています。[1]

Fibre fragment（繊維⽚）：繊維の短い断
⽚。注：繊維⽚は、⽔系の汚染物質として特

に懸念されています。 それらはしばしば誤っ
て（訳注：微細な繊維の意味として）「マイ

クロファイバー」と呼ばれています。

Microfibre （マイクロファイバー）：繊度
が1デシテックス未満または直径が10μm未満
のファイバー。注：ポリエステルマイクロフ

ァイバーの直径は通常<10  mで、これは頻繁
に参照される⼨法ですが、SI形式（訳注：メ
ートル法）に従うと1×10   mとなるものの、
マイクロファイバーの正式な定義ではありま

せん。

Microplastics (マイクロプラスチック)：直
径が  5mm 未満のプラスチックの破⽚、粒
⼦、または繊維。[2][3]注：現在、マイクロ
プラスチックの合意された法的定義はありま

せんが、EUでは、規制に向けて規定作業が進
⾏中です。

「繊維の断⽚化」という⽤語は、繊維産業におけ

るこの現象の好ましい⽤語として浮上してきまし

た。

これは、1デニールまたはデシテックス（直径10
マイクロメートル未満）より細い合成繊維とこれ

らの繊維から作られた⽣地を⽰すためにこれまで

使⽤され、業界内外で広く使われている⽤語の

「マイクロファイバー」との混同を避けるためで

す。その⽣地はしばしばクリーニングクロスとし

て⽤いられていますが、他の⽤途としても使われ

ています。

このリーフレットでは、次の⽤語と定義を適⽤し

ています：

繊維のfibre fragmentation（断⽚化）に関する
検討の初期段階では、利⽤できる公開データが

複雑かつ量的にも不⾜していたため、この問題

は多くの憶測に依存していました。 
しかし、CIAの成⽴以降、環境中に存在する繊維
の破⽚について、排出されていると思われる経

路について、また、⽣物に影響を与えている可

能性については、研究での⽬覚ましい成果や業

界内での重要な議論が数多く誕⽣しました。

これらの成果は、現在の知⾒の基本として⼤

きく貢献しており、また、今後⾏われることと

なる対話にとって重要となっています

C R O S S  I N D U S T R Y  A G R E E M E N T
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https://eur-lex.europa.eu/resource.html?uri=cellar:2df5d1d2-fac7-11e7-b8f5-01aa75ed71a1.0001.02/DOC_1&format=PDF
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.

神話と事実

繊維の断⽚化は、これまで、家庭⽤洗濯機および下⽔処理場（WWTP）が、サイズや形状のために繊
維を排⽔から除去できないことの結果であると考えられていました。

しかし、研究によると、洗濯による流出の原因である可能性がある⼀⽅で、処理場は繊維状汚染物質

除去に有効であることが判明し、さまざまな調査では、繊維由来のマイクロプラスチックの97〜
99.9％[4]、[5]を除去できることを⽰しています。

これは、家庭洗濯が主要な排出源ではない可能性があり、⽔環境に加えて空気中における繊維⽚の存

在に関する研究報告が急速に増加していることからも⽰唆されます。

これらで⽰される値は⽔系の研究の値と整合しており、最近の⽂献では、空気中では、天然繊維が合

成繊維よりも割合が⾼いことが⽰唆されています。 天然繊維が約70〜75％（再⽣セルロースを含
む）、および17〜30％の⽯油化学製繊維が報告されています。[6]、[7]、[8]、[9]この仮説は、下⽔処
理場周辺や都市環境での繊維断⽚の濃度の増加が⾒られなかった初期の研究[9]や、繊維の空気への漏
出を調べた最近の研究によっても裏付けられています。 [10]

ほとんどのマイクロ

プラスチックは繊維

が流出源である

 
 

マイクロプラスチックは多くの流出源があり, プラスチックごみの破
断、タイヤ及び繊維が含まれます。⽔中のマイクロプラスチック流出

源を特定する⼿法が複数知られているものの、国際的に整合性の取れ

た測定法はまだ存在していません。

化学繊維は、より多

くの繊維⽚を流出さ

せる

繊維の断⽚化はすべての繊維組成で起きる可能性があり、そのため化学

繊維（⽯油化学からの合成）及び天然繊維（セルロース/蛋⽩繊維）で
起きる可能性があります。すべての繊維製品と⾐料品は繊維⽚を出すこ

とが知られており、ファッション⾐料、スポーツ/アウトドア⾐料、産
業⽤繊維製品、家庭⽤繊維製品、⾃動⾞⽤繊維製品、⼟⽊⽤繊維シート

やパーソナルケア⽤繊維製品が含まれます。
繊維の断⽚化とその

流出は、洗濯をする

際にのみ⽣じている

繊維の断⽚化は、製品のすべての段階で起き、またその影響を受け、

製品の製造⼯程、消費者の使⽤、メンテナンス（訳注：洗濯やブラッ

シングなど）及び廃棄の全てとなります。これにより、繊維断⽚の脱

落に影響を与える要因と、それが発⽣する段階は、ひとつではなく複

数である可能性を⽰しています。

C R O S S  I N D U S T R Y  A G R E E M E N T

原材料の製造段階 素材の製造段階
最終製品の

  製造段階
使⽤段階 廃棄段階

原材料の収穫

と集積

紡績

紡⽷

原材料の繊維と⽷

への加⼯

⽣地の織と編

み

⽣地の漂⽩、

染⾊、仕上及

び洗い

繊維素材の製造と

仕上

 裁断、縫製、
縁かがり、刺

繍

捺染

製品包装

最終製品の縫製と

製造

⽇常の着⽤損

耗での摩耗

洗濯と乾燥

（訳注：欧州

の⼀部地域で

はタンブル乾

燥機の使⽤率

が⾼い）

最終使⽤者による

使⽤段階

ゴミ（焼却/埋
⽴）

再使⽤

リサイクル（訳

注：再資源化)

使⽤期間末尾での製

品の⾏⽅
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次の段階

断⽚化した繊維が環境、海洋⽣物、⼈間の健康に及ぼす潜在的な影

響については明らかに懸念され、繊維の物理的要素、添加されてい

る抗酸化剤、染料、難燃剤などの化学物質、および残留性有機汚染

物質（POPs）や⽔中の⾦属などの吸着から⽣じる潜在的なリスクが
あります。 [12]
しかし、この分野のデータは⾮常に限られており、マイクロプラス

チック繊維が海洋動物や⼈間の健康問題にさまざまな悪影響を与え

る可能性があることを⽰していますが、⾃然と社会のマイクロプラ

スチックに関する科学的展望と題した、欧州委員会への科学者の答

申（SAPEA）（訳注：SAPEAは、「欧州アカデミー政策に対する科
学的助⾔」と名付けられた提⾔諮問機関）では、「⼊⼿可能な最善

の証拠は、マイクロプラスチックとナノプラスチックは、⼀部僅か

な領域を除いて、⼈間や環境に広範なリスクをもたらさないことを

⽰唆しています。

しかし、その証拠は限られており、汚染が現在の速度で進⾏すると

状況が変わる可能性があります。」 と結論付けています。[13] その
研究は、現在、マイクロプラスチック繊維の毒性について意味のあ

る結論を引き出すにはデータが不⼗分であると結論付けています。

さまざまな環境マトリックスと栄養段階の下で、⽣物への⽣態毒性

学的影響を調査するさらなる研究が緊急に必要とされています。 さ
らに、MPF（訳注：マイクロプラスチック繊維）の詳細な評価に
は、プラスチック浸出液が幅広い影響を与えていることが以前の研

究で⽰されていることから、マイクロプラスチック繊維に関連する

添加吸着化学物質の役割の調査を含める必要があります。

[14]

C R O S S  I N D U S T R Y  A G R E E M E N T

CIAに集ったメンバーと協⼒団体は、現象をよりよく理解するため
に必要なステップである⼤量のデータを集積するために、共同研

究プロジェクトを実施したいと考えています。ファイバーの断⽚

化のトリガーに関するこの重要で包括的な理解は、解決策を調査

し、最終的には製品のライフサイクル全体にわたって繊維の断⽚

化の適切な管理に適⽤できると考えています。

CIAに集ったメンバーと協⼒団体は、引き続きCENと連携して、公
式のCEN規格の策定促進に協⼒し、2021年以降の新しい研究での
この整合性の取れた試験⽅法の使⽤を⽬指します。

2018年に発⾜したCIA5団体及びその後加わった協⼒団体は、オー
プンで透明性のある包括的な⽅法で、合成繊維の洗濯によるマイ

クロプラスチックの放出に取り組むために協⼒し続けています。
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規制措置

3

謝辞

CIA署名5団体は、国際的な政策⾏動を歓迎し
ますが、そのためには基本的なデータを集

め、

  適切な解決策策定のための⼀層の調査研究
が不可⽋と考えています。

この研究は、

個別の探査活動を補充し、

相乗効果を⽣み出して、

繊維断⽚の放出を減らすための

確かな提案を提供します。

CIA5団体は整合性のとれた測定法の完成によ
り、

知識のギャップを埋めるための共通の優先順位

を定義するために情報と知識を共有すること、

また、繊維の断⽚化の問題に取り組むための実

⾏可能な選択肢を調査するため中⻑期的な対策

と産業研究活動の⽀援と参加についての助⾔と

いう

2つの⽬的を達成することができます。

以下に掲げた研究機関と関係団体は、整合性のとれた測定法を開発し、解決策を⾒つけるための知識を共有

することにより、マイクロプラスチックに取り組むためのCIA5団体の取り組みに参加いただいています。

1

4

2

www.euratex.eu/cia
 

aise.main@aise.eu
info@euratex.eu

info@europeanoutdoorgroup.com
info@fesi-sport.org

secretariat@cirfs.org
（訳注：⽇本での問い合わせ先 sensanren@nifty.com）

OECDが開催した2020年のワークショップ
では、「マイクロプラスチック汚染を軽減

できるベストプラクティスと技術的解決策

の

開発と実装を⽀援するには、

政策措置（訳注：法的な施策）が必要」

とされていました。

問い合わせ先

C R O S S  I N D U S T R Y  A G R E E M E N T
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